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１ 計画策定の背景と趣旨 

町田市（以下「本市」という。）では、子ども施策の基本計画「新・町田市子ど

もマスタープラン」を、２０１５年度からの１０年計画として策定し、前期行動

計画（５年）を進めてきました。 

その間にも少子化の流れは進み、本市の人口推移は、０歳から１４歳の転入超

過数が全国でも上位に入っている一方で、２０１７年の合計特殊出生率※1は東京

都２６市の中で１５番目となっている状況です。 

少子化は、労働力人口の減少や社会保障負担の増加、地域社会の活力低下など、

社会や経済への深刻な影響を与えるものとして懸念されています。また、核家族

化が進み、地域とのつながりが少ないことや、児童虐待、経済的に困難な状況に

ある家庭の貧困の連鎖など、子どもと家庭を取巻く問題は多様化しています。加

えて、ＩｏＴ※2、人工知能（ＡＩ）※３といった、社会に大きな影響を与える新た

な技術が進んでおり、学校や学びのあり方なども新たな局面を迎えています。 

こうしたことから、子どもを産み・育てる喜びが実感できる社会の実現、次世

代の子どもたちが未来を生き抜く力を身に付けることができる社会の形成など、

子育て家庭や子どもを社会全体で支援していくことが課題となっています。 

このような社会情勢の中、国は、２０１２年８月に「子ども・子育て支援法」

をはじめとする『子ども・子育て関連３法』を成立させ、２０１５年４月から、

幼児期の教育や保育、地域の子育て支援の量の拡充や、質の向上を進める「子ど

も・子育て支援新制度」をスタートさせました。しかし、女性の就業率の上昇や、

共働き家庭の増加を受け、待機児童の増加が問題となりました。 

そのため、待機児童の解消を目指して、２０１７年６月に「子育て安心プラン」

が公表され、２０１８年度から２０２２年度末までに、女性の就業率８０％に対

応する約３２万人分の保育の受け皿を整備することとしました。また、２０１７

年１２月に公表された「新しい経済政策パッケージ」では、その期間を２０２０

年度末までに前倒し、さらに、幼児教育・保育の無償化を打ち出しました。 

小学生においても、共働き家庭などの増加に対応することや、次代を担う人材

を育成するため、２０１８年９月に「新・放課後子ども総合プラン」が策定され

ました。すべての児童が放課後等を安全・安心に過ごし、多様な体験・活動を行

うことができるよう、学習や体験・交流活動などを行う事業の計画的な整備等を

進めていくこととしました。 

これらの国の動向を踏まえ、本市では「新・町田市子どもマスタープラン」の

前期行動計画が２０１９年度末で終了となることから、社会状況の変化に対応し

つつ、子ども・子育ての支援を切れ目なく推進していくため、計画の見直しを行
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い、後期行動計画の新たな取組みや目標を定めます。 

※１ １５歳〜４９歳の⼥性が⽣涯に産むとされる⼦どもの数。 
※２ モノのインターネット（Internet of Things）。さまざまな「モノ」がインターネットに接続され、情報交換するこ

とにより相互に制御する仕組み。 
※３ ⾔語の理解や推論、問題解決などの知的⾏動を⼈間に代わってコンピューターに⾏わせる技術（Artificial 

Intelligence）。 
 

２ 計画の位置づけ 

この計画は、本市における子ども施策の基本計画として策定しています。 

これまでの子ども施策の取組みを活かしながら、上位計画である「町田市基本

構想」「まちだ未来づくりプラン」「町田市５ヵ年計画１７－２１」や関連計画な

どと連携・整合性を図っていきます。 

また、後期行動計画には、次世代育成支援対策推進法に基づく「新・町田市次

世代育成支援対策行動計画」及び、「子ども・子育て支援法」に基づく「町田市

子ども・子育て支援事業計画」を含みます。子どもに関する下位計画（「町田市

子ども発達支援計画」「町田市子育て支援ネットワーク連絡会レポート」）も施策

の中に取込み、子どもに関する施策を総合・計画的に推進できるよう、「子ども

に関する施策を統合した計画」として策定します。 

この計画の対象は、妊娠期から乳幼児期・学童期を経て、青年期に至る１８歳

までの子どもとその家庭を含め、すべての子どもと子育てにかかわる個人や団体

が対象となります。 

 
  

【え：大蔵保育園】 
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［ 計画の位置付け ］ 

 

    
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
  
 
 
  

［ 各分野の主要な計画 ］ 

根拠となる法律 

町 田 市 基 本 構 想 

関連計画 

町田市教育プラン 

新・町田市 

子どもマスタープラン 

新・町田市次世代育成 

支援対策行動計画 

町田市子ども・子育て
支援事業計画 

連携 

整合性 

など

まちだ未来づくりプラン 

町田市５ヵ年計画 17-21 

町田市保健医療計画 

町田市子ども発達支援計画 

町田市地域福祉計画 

町田市食育推進計画 

町田市障がい者計画 

子ども・子育て 

支援法 

次世代育成支援 

対策推進法 

下位計画 
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３ 計画の期間 

２０１５年度を初年度とする１０年計画の後期行動計画として、２０２０年度

から２０２４年度までを計画期間とします。 

 

 
［ 計画期間 ］ 

 

 ‘15 ‘16 ‘17 ‘18 ‘19 ‘20 ‘21 ‘22 ‘23 ‘24 

国    

町
田
市 

   

 
  

新・町田市子どもマスタープラン 

次世代育成支援対策行動計画 
（１０年間延長） 

子ども・子育て 
支援事業計画 

子ども・子育て 
支援事業計画 

新・町田市 
次世代育成支援 

対策行動計画（前期）５年 

 
町田市子ども・子育て 

支援事業計画 

新・町田市 
次世代育成支援 

対策行動計画（後期）５年 

 
第二期町田市子ども・ 
子育て支援事業計画 
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